
GOOGLE WORKSPACEの保存容量削減のお願い 
～整理するためのコツ～ 

 

 本学で契約中のGoogle Workspace for Education Fundamentals（GmailやGoogleドライ

ブ等）は大学全体でデータの保存容量の上限があります。現在、保存容量全体の90%以上が

利用されており、保存容量が100%を超えるとファイルのアップロードや更新ができなくな

り、大学全体としてGoogleサービスに影響がでてしまいます。以前より利用者の皆様には使

用量の削減についてお願いをしているところですが、今一度ご自身のデータで不要なもの

がないかどうかをご確認ください。 

 Googleの保存容量はGmail・ドライブ・フォトから構成されています。それぞれについて

以下を参考に対応をお願いいたします。 

（基盤部門 小田切貴志） 

 

Gmail 

 利用者の皆様が最も身近に使っているサービスかと思います。受信したメールで自分に

は関係ないメールや迷惑メール等がある場合は、削除するようにしてください。特に添付

ファイルがついたメールはメールのサイズが大きくなります。検索で「添付ファイルあり」

にチェックを入れて不要なメールを確認してみてください。 

 
 また、メールを送信する際も添付ファイルの取り扱いは要注意です。例えば添付ファイル

のサイズが1MBのメールを1,000人に一斉送信した場合、1MB×1,000人=1,000MB=1GBの保存

容量を消費することになります。大量の添付ファイルやサイズが大きい添付ファイルを大

人数に送る場合は教職員用ファイルサービス(Proself)のWeb公開機能を利用する等の工夫

をしてください。ProselfのWeb公開機能についてはProself(https://fss.media.gunma-

u.ac.jp)にログイン後、Proself_Manual＞Web公開機能.pdfにてご確認いただけます。 

 

ドライブ 

 ドライブにはご自身でアップロードしたファイル(PDFファイル等)以外にGoogleドキュ

メント、スプレッドシート、フォーム等、様々なデータが保存されます。

大学全体で保存容量が100%を超えてしまった場合、ドキュメントやスプ

レッドシートの更新もできなくなります。https://drive.google.comにア

クセスして、不要になったデータがあれば削除をお願いします。 
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フォト 

 スマートフォンやタブレットでGoogleフォトを利用している場合、全学認証アカウント

に紐づいたGoogleアカウントに写真や動画のバックアップがされていることがあります。

写真や動画は１つ１つのファイルのデータサイズが大きいため、多くの保存容量を消費し

ています。パソコンからブラウザを開き、https://photo.google.comにアクセスして、デー

タを別の媒体にバックアップをした後、削除をしてください。スマートフォンやタブレット

のGoogleフォトアプリでデータを削除すると、端末内部で保持している元

データも削除されてしまいます！必ずパソコンのブラウザからアクセスし

て作業してください。引き続きGoogleフォトにバックアップしたい場合に

は、バックアップ先を個人アカウントに変更する等の対応をお願いします。 

 

 いずれの場合も削除することによってゴミ箱に入りますが、ゴミ箱に入れただけでは容

量が削減されません。ゴミ箱からも削除するように意識してください。 

利用者の皆様一人一人が見直すことによって大学全体の保存容量が削減できますので、改

めまして、ご理解とご協力をお願いいたします。
 

企画展示「坂口安吾没後70年」を開催します 

－理工学図書館－
 坂口安吾氏が1955年（昭

和30年）2月17日に亡くなっ

てから、今年で70年の月日

が経ちます。彼は1906年（明

治39年）に新潟の裕福な家

庭に生まれ、大学を卒業し、

数々の文学作品を発表しま

した。 

 安吾氏が桐生市を気に入

り移り住んだのは、群馬大

学桐生キャンパスから徒歩

5分の場所。安吾氏が45歳頃

のことです。そこで妻と愛

犬とさらに新しい家族が生

まれます。様々な作品を執

筆しながらも、家族や周り

の仲間と楽しく過ごしてお

り、桐生市のあちこちで安

吾氏のエピソードがありま

す。今回の展示では桐生で

過ごした日々を書き綴った

ものも展示します。70年前

の彼の気配を感じてみては

いかがでしょうか。 

 今回の展示企画におい

て、一般社団法人青空朗読

様のご協力により、坂口安

吾作品の青空朗読を展示

コーナーにて流します。読

むのではなく、聞くことか

ら彼の世界に触れることが

できます。是非この機会に

図書館へお越しください。 

 

【期間】 

1月14日(火)～2月13日(木) 

【場所】 

理工学図書館入口ロビー 

（理工学図書館 森山沙織） 

『今年もよろしく！新年の抱負と絵馬』 

－医学図書館－
 IFロビーにて「新年の抱

負」と「願掛け絵馬」を募集

中です。新年をむかえた

清々しい気持ちで、この一

年の抱負や願掛けを書いて

網に結んでください。どな

たでもご自由にご参加いた

だけます。1/6から2月いっ

ぱい展示予定です。 

（医学図書館 藤平政子） 
昨年度の様子
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ミニ展示+α『週刊誌で振り返る2024年』 

—医学図書館—
 この号がお手元に届く頃

には、みなさま新年をお迎

えの事と思います。2025年

は、たくさん良いことがあ

りますように心からお祈り

申し上げます。 

 医学図書館では1階のブ

ラウジングコーナーにて

『AERA』・『サンデー毎日』・

『Newsweek』の昨年1年分の

バックナンバーを抜粋して

展示しています。 

 週刊誌の表紙を眺める

と、その時代や世情を感じ

ることができます。ほんの

少しでも立ちどまり、2024

年の社会の移り変わりを概

観してみてください。慌た

だしく過ぎた1年を振り返

ることで、新年の目標や大

切にしたい価値観を明確に

するきっかけになるかもし

れません。気になった雑誌

は館内でゆっくりご覧くだ

さい。 

 職場で忙しく年越しされ

た方や、家でぼんやりして

いたら年を越していたあな

たも、昨年頑張った自分を

いたわり、また前を向いて

歩いていけますように。 

（医学図書館 藤平政子）

 

「師範学校資料から見る群馬県師範学校の移り変り」講演会を開催しました 

－中央図書館－
 中央図書館には、共同教

育学部の前身である群馬県

師範学校、群馬県女子師範

学校から継承された学校事

務資料や写真、明治期教科

書等6,000点以上が保管さ

れています。2001年からそ

の資料整理に携わってこら

れた玉置豊美先生（元・群馬

大学非常勤講師）を講師に

迎え、11月17日（日）に「師

範学校資料から見る群馬県

師範学校の移り変り」を

テーマに講演会を開催しま

した。和綴本の蔵書印から

見る組織の変遷や、入学年

から複雑な進級過程を追っ

てクラス編成を整理される

など、長年の研究から見え

てきた師範学校の姿が語ら

れました。玉置先生監修に

より、同テーマのパンフ

レットも作製されていま

す。 

 また、11月11日から20日

までは1階ギャラリーにて

資料展示も行い、昭和9年の

天皇行幸に係る事務資料や

アルバム、昭和初期に女子

師範学校で熱心に取り組ま

れた郷土研究や生徒らに

よって蒐集された明治期教

科書、終戦前後の学徒動員

やGHQによる回収図書の記

録など、歴史を語る貴重な

資料の一部を公開しまし

た。 

（中央図書館 山内可菜）
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全国大学ビブリオバトル2024へ本学から出場！ 

－中央図書館— 
 「ビブリオバトル」をご存

じでしょうか？ビブリオバ

トルとは、お気に入りの本

を持ち寄って一人5分間で

本の紹介をし、一番読みた

くなった「チャンプ本」を参

加者の投票で決定するとい

う書評ゲームです。 

 中央図書館にて10月24日

に開催したビブリオバトル

予選会では、理工学部4年の

岩崎圭汰さんが紹介した

『また、同じ夢を見ていた』

（住野よる著）が「チャンプ

本」に選ばれ、さらに、群馬

県内の大学予選を経た6名

が出場した全国大学ビブリ

オバトル2024関東Bブロッ

ク決戦でも見事「チャンプ

本」に選ばれ、本戦への出場

を決めました。岩崎さんは、

作中に登場する歌やモチー

フをうまく取り入れながら

作品への熱い思いを語り、

見る人に強い印象を残す発

表を見せてくれました。12

月22日に昭和女子大学で開

催される全国大学ビブリオ

バトル2024本戦では、全国

から集まった30名の学生た

ちとの熱戦を繰り広げま

す。ご活躍を期待していま

す！ 

（中央図書館 山内可菜）

 

卒業生サービスについて 

 
■図書館 
 中央図書館・医学図書館
は、開館時にはいつでも入
館可能です。図書の閲覧に
加え、本学で契約している
電子ジャーナル、データ
ベースのほとんどを館内か
ら利用できます。 
 理工学図書館は現在、平
日9時～17時に限り入館可
能です（夜間及び土日の利
用は、今後再開が決まりま
したらHPでお知らせしま
す）。また館内で電子ジャー
ナル・データベースは利用
できませんので、ご注意く
ださい。 
「図書館利用証」の発行を
受ければ、３館全てで図書

の貸出もできます。なお、お
近くの公共図書館から本学
図書館の本を借りることも
できます。 
 
■全学Gmail 
 卒業後も引き続きご利用
いただけます。ただし、今後
サービス内容が変更される
可能性があります。大学か
らの連絡やGoogleサービス
に関する重要なお知らせな
どを全学Gmail宛にお送り
する場合がありますので、
定期的にご確認ください。 
 
■マイクロソフト包括ライ
センス 
 Microsoft 365 Apps をご

利用していた方は卒業後、
直ちに利用できなくなりま
す。その際OneDriveに保存
していたファイル等も参
照・ダウンロードできなく
なりますので、卒業前にご
自身の端末に保存しておい
てください。アップグレー
ドしたWindows OSも卒業
後は利用できません。ダウ
ングレードをお願いしま
す。 
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